
琵琶湖の保全及び再生に関する施策の実施状況

• 文部科学省における環境教育の取組

• 環境教育等の推進に関する基本的な方針の概要について
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 今夏の異常⾼温等の気候変動の危機を踏まえ、我が国は2050年カーボンニュートラルの実現をはじめとした持続可
能な社会への変⾰が急務

 新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響、⼩中学校での「GIGAスクール構想」により、ICTの利活⽤の進展による国内
外等の学びの可能性の拡⼤

 SDGsの普及も背景とした、「誰⼀⼈取り残さない」公正な社会の実現を⽬指すことの世界的な認識の⾼まり
 社会変⾰における若者の参画、環境教育等に取り組む⼈材の確保・育成、教職員等の負担軽減、環境教育の機会
均等の必要性

公正で持続可能な社会への変⾰と⼀⼈ひとりの変容を実現し、
地域循環共⽣圏の創造と、⼈々のウェルビーイングにつなげていくことが重要

• 環境教育等の推進に関する基本的な⽅針の概要（案）
 環境教育等促進法第７条に基づき定める政府の環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する基本的な⽅針。
 平成30年６⽉に変更（閣議決定）され、変更後の基本⽅針では、改定後５年を⽬途に、基本⽅針の改定等必要な措置を講じるとされている。
 令和５年６⽉から有識者による環境教育等推進専⾨家会議（全６回）において変更案を議論し、パブリックコメント等を経て、令和６年５⽉14⽇閣議決定。

持続可能な社会への変⾰に向けた①環境保全活動、②環境教育、③協働取組の⽅向性

環境教育等を取り巻く現状

気候変動の危機に対応するため、全ての
⼤⼈や⼦ども、家庭、⺠間団体、事業者、
⾏政等のあらゆる主体による⾃発的な
取組によって、
個⼈の変容 組織や社会経済

システムの変⾰
に連動

ESD（持続可能な開発のための教
育）の考え⽅を踏まえ、環境・経済・社
会の統合的向上と、具体的な変⾰に向
けた⾏動促進の視点から、
体験活動

多様な主体同⼠の対話と協働、
ICTの活⽤を通じた学び

を様々な機会で推進することが重要

地域の実情や課題等に応じた中間⽀援
機能を軸とする協働ガバナンスに基づき、
多様な主体が対等な⽴場で参画する対
話と信頼関係構築、共通理解といった協
働のプロセスを、様々な地域において実
践し、持続可能な社会への変⾰につなげ
ていくことが重要

①環境保全活動 ②環境教育 ③協働取組

環境教育等の推進に関する基本的な⽅針の概要について



学習名︓親⼦で琵琶湖 琵琶湖の⾃然を守る

⼦どもゆめ基⾦助成事業では「特定⾮営利活動法⼈ 明⽇の教室」が⾏う、琵琶湖
の環境保全について体験を通して学ぶ⼩中学⽣対象の活動を⽀援した。
当該活動では、まずは、琵琶湖の⾃然に関する講
義と琵琶湖に⽣息するヨシを⽤いたクラフトを⾏い、
その後、カヌーに乗って琵琶湖の観察を⾏った。
活動を通して⽣態系の保全や琵琶湖の⽔質の
浄化に⼤きな役割を担っているヨシについて学び
「⾃然を守ろう」という意識を⾼める機会となった。

主な施策

⽂部科学省における環境教育の取組

＜教育内容の改善・充実＞
◆ 学習指導要領における環境に関わる内容の充実

＜環境教育に関する優れた実践の促進及び普及等＞
◆ 環境教育の実践普及
◆ 健全育成のための体験活動の推進
◆ 環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備推進

⻘少年の体験活動の推進

＜⻘少年の体験活動の推進＞
◆ 体験活動推進プロジェクト等の充実
◆ 国⽴⻘少年教育施設における体験活動の機会と場の
提供及び指導者の養成・研修 等

＜持続可能な開発のための教育（ESD)の推進＞
◆ ユネスコ未来共創プラットフォーム事業

〔社会教育における取組〕

学習指導要領における環境教育の充実
【学習指導要領の各教科において規定されている指導内容（例）】
＜理科＞
・⾝の回りの⽣物（⼩学校第３学年）
・⼈は、環境と関わり、⼯夫して⽣活していること（⼩学校第6学年）
・エネルギー資源の有効な利⽤（中学校第１分野）
・⾃然環境の調査と環境保全、気候変動、外来⽣物（中学校第2分野）
・⽣物の多様性と⽣態系（⾼等学校・⽣物基礎）
・理科全体の内容の取扱いにおいて、⽣命を尊重し、⾃然環境の保全に寄
与する態度の 育成を図る旨などを規定。 など

＜社会＞
・⼈々の健康や⽣活環境を⽀える事業（⼩学校第４学年）
・公害の防⽌など環境の保全（中学校公⺠的分野） など

〔学校教育における取組〕

【総則における体験活動に関する内容の充実】
⽣命の有限性や⾃然の⼤切さなどを実感しながら理解することができるよう、
各教科等の特質に応じた体験活動を重視し、地域社会等と連携しつつ体系
的・継続的に実施できるよう⼯夫することを明記。

◆⼦どもゆめ基⾦の助成活動事例︓ NPO法⼈明⽇の教室

⾃然体験をはじめとした⻘少年の体験活動の機会充実を図るため、体験活動の普及啓
発や企業等と連携した体験活動推進体制構築事業等を実施。
また、（独）国⽴⻘少年教育振興機構では、⻘少年の課題や国の政策課題に対応し
つつ、⽴地条件及び地域特性やニーズに対応した、⻘少年の体験活動事業等を実施。
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